
１　基本事業の目的

関係課：

主管課：

基本事業

施策

対象（誰，何を対象としているか）

政策

基本事業評価シート

意図（どのような状態にしたいのか）

２　基本事業の成果状況（意図の達成度を図る成果指標とその動向）

向上指針

向上指針

向上指針

向上指針

目標達成度

目標達成度

目標達成度

目標達成度

対前年度

対前年度

対前年度

対前年度

次年度課題

次年度課題

次年度課題

次年度課題

 157,085.00

       0.00

       0.00

       0.00

 168,582.00

       0.00

       0.00

       0.00

 164,758.00

       0.00

       0.00

       0.00

 161,000.00

       0.00

       0.00

       0.00

 161,000.00

       0.00

       0.00

       0.00

 160,000.00

       0.00

       0.00

       0.00

02

06

04

医療福祉費支給事務の遂行

医療福祉費支給事務の遂行

医療に係る経済的負担を軽減する。

課題としない

（状況）昨年度から3,824件減少（2.3％減）しましたが，目標値を達成しています。
（原因）医療費助成制度の周知に努めており，医療機関への受診が低かったことが原因です
。

平成30年度 （平成29年度実績評価）

医療費助成制度の延べ利用件数（年間）

健やかに暮らせるまち

社会保障の健全運営

その他

国保年金課

国保年金課

重度障がい者，小児，妊産婦，ひとり親家庭

横ばい

（件）

達成

基準値（H26）

基準値（H26）

基準値（H26）

基準値（H26）

H28年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

H30年度

H31年度

H31年度

H31年度

H31年度

目標値（H33）

目標値（H33）

目標値（H33）

目標値（H33）



向上指針

目標達成度

対前年度

次年度課題

見　込予　算決　算決　算決　算

３　基本事業に係るコスト（単位：千円）

人件費

トータルコスト

事業費合計

４　基本事業の推進状況と課題

前年度の取組内容，成果及び次年度以降に向けた課題

方　向　性

事　業
重点化事　業　費担 当 課

５　基本事業を構成する事務事業の評価

基本事業を構成する事務事業
成　果

推進状況

コスト方向性

成果方向性

次年度への課題

コスト
評　価

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

医療福祉費支給事務の遂行

    324,954

     97,266

    348,177

     62,165

    365,451

     64,460

           411,553            422,220            410,342            429,911            431,313

維持

維持

横ばい

横ばい

維持

維持

対象

対象

                 0             14,288              3,415                  0                  0

医療費助成事業

すこやか医療費助成事業

順調

課題なし

維持

維持

　前年度のマル福制度（県補助事業）においては，制度の改正もなく，対象者等の変更が少
ない状況でした。
　平成30年10月診療分から，マル福制度の改正により，小児の対象年齢を拡大し，市広報紙
やホームページで制度の周知に努め，医療にかかる経済的負担の軽減を図ります。

国保年金課

国保年金課

           411,553            436,508            413,757            429,911            431,313

基準値（H26） H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 目標値（H33）

H28年度 H29年度 H30年度

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度


